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とも言われる 
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要点は、技術の発展により、誘導発電機は、系統連系に適する以外に、⼩型の場合単独運転も 
可能となってきた流れがあります。（単独運転＝独⽴電源） 
 
然しながら、注意しなければならないは、ここで私たちが表現する売電用（系統連系用）非同期、 
or 誘導発電機、又は Asynchronous Generator の意味は、誘導発電機であって、誘導モーター
(Induction motor)ではありません。 
 
従って、売電用（系統連系用）は、同期であれ非同期（誘導）であれ、私共の 100kW 容量や 500kW
容量のマイクロ発電商談では、全て誘導（非同期）の単独運転不可型を意味しますが、＝（系統
連系）、超⼩型の場合(1kW~30kW 程度) 誘導(非同期)でも、単独運転可能と書かれる場合もあ
り、その本来の意味は、独⽴電源を意味し、系統連系を目指していないので、解釈には注意が必
要です。 
 
 
同期型とか誘導型と⾔われる以外に⼩型で便利な発電機も使われています。 
PMG 型と⾔われる 永久磁⽯を利用した物で 磁⽯をローター側に配置し、コイル側を、固定側
に置いた、超⼩型の１00W から 5,000W 程度の発電機があります。歴史的にこれは、風⼒発電機
の発展と共に開発され、風⾞プロペラの軸に磁⽯回転体を設け、(⾶⾏機状の)胴体にコイルを収納
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し、胴体側の結線から電気を得る⼯夫から発展した物で、風⼒発電機は殆どがこのタイプを採用
しています。増速機等も必要なので実際には各社各様の⽅式がありますが、原理は下のイラスト
の通りです。 
 
 

 
風⼒の場合、風の動きが不均⼀の為、どうしても直流で取り出し、蓄電池に貯め、利用時蓄電池
から取り出す必要がありますが、⽔⼒の場合、落差と⽔量が固定される場合、発電電圧は安定し
ますので、交流単相で取り出し、(例えば 210V 50-60Hz)得られた電気を直接そのまま家庭用電
気製品の作動用に使うことも可能ですし、風⼒の場合と同様に、蓄電池充電用と使うことも可能
です。マイクロ⽔⼒発電機で蓄電池充電用機種の例を以下に⽰します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蓄電地に貯める事は、太陽光パネルの働きと最終的には同じ事となり、最終ページで説明します、
系統連系での売電の可能性の時代に発展してきました（2014 年当時⽇本では実現されていません
が、オーストラリア、⼆―ジーランド、英国では認められています）。例え 5kW 程度の⽔⼒発電
でも売電の可能性を秘めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 



④ 
 

 
⾃⼰励磁誘導発電機（独⽴電源用） 
 
先ず固定側のコンデンサーにご注意ください。ローター回転が、⽔⼒のタービンにより、⼀定回
転以上に上がった時点で、この固定側コイルはコンデンサーの働きで、磁気を帯び、発電可能と
なり、最初は物の本によればニュージーランドで発⾒されたそうです。あくまで、マイクロ⽔⼒
発電に使った訳で、モーターが勝⼿に動いて発電する訳でなく、あくまで、⽔⾞(タービン)が回転
しそのエネギーで、コイルが励磁します。コンデンサーの容量は、各発電機メーカーが決定して
おり、ご自分で研究なさる⽅には膨大な実験となるでしょう。コイル配線はスター結線、デルタ
結線の⼆種があり、又、3 相出⼒、単相出⼒が得られます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記はスター結線 3 相、下の図左はデルタ結線 3 相、右は単相となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この自己励磁⽅式は精密な電圧制御機能及び周波数制御が無いので、周波数や電圧の変動幅の広
い負荷の使用が主目的となります。(今では⼀般家庭電気器具の使用には差し支えませんが) 
 
この様に、⼩⽔⼒発電では各種各様の発電機が利用され、系統連系用、独⽴電源用に利用され、
高価な物から、経済的な物まで、現在では自由に選べる時代となっています。 
 

 

 

独⽴電源を目的とし、出⼒
1~5kW 程度の場合、このクラス
の誘導発電機自体は製造されて
いないので（市場が限定され需給
バランスがとれない理由の為）、
高性能の動⼒モーターを転用し、
この例の様に発電機として利用
されます。効率的には動⼒モータ
ーより劣りますが、品質、価格に
は問題なく、世界的に広く普及し
ている⽅法です。 
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パワーコンディショナーを使った系統連系へ 
 
ページ③で触れました、近年の動きについて触れさせて頂きます。この報告は海外の例であり、
⽇本では未だ知らされていませんが、近い将来、そんな時代が来ると信じ、オーストラリア、ニ
ュージーランドの例を紹介します。この⼆カ国は同盟国がイギリスであり、イギリスでも許可さ
れています。 
 
ニュージーランドの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローター(回転体)に永久磁⽯を使った発電機を、風⼒用
パワーコンディショナー経由で系統連系しています。発
電機は 1 台 1.5kW でも 4 台並列で 6kW 発電していま
す。 
 

 
オーストラリアの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己励磁発電機 6kW で系統
連系。パワーコンディショナー
は、風⼒用が承認されているそ
うです。 
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